
課題① 交通事故による死傷者数

交通事故死傷者は自動車等乗車中が多い。
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【 出典】 交通事故統計分析表（ 鹿児島県警察）



課題② 車両運転者の事故原因

ちょっとした不注意での交通事故が多い。
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ
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課題③ シートベルトの着用状況

後部座席のシートベルト着用率が低い。
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【 出典】 シート ベルト 着用状況全国調査（ 警察庁、 日本自動車連盟）
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課題④ 高齢者を第一当事者とする交通事故死傷者の状況

高齢運転者を第一当事者とする交通事故

死傷者の割合は年々増加している。
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ
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課題⑤ 交通ルールを守らずに死傷した歩行者の状況

交通ルールを守らずに交通事故に遭い、

死傷した歩行者は高齢者が多い。
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ



歩行中の交通事故死傷者は夜間が４割近くを占め、うち高齢

者が多く、その大部分が夜光反射材を着用していない。

課題⑥ 交通事故で死傷した歩行者の状況
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ



課題⑦ 歩行中の子どもの交通事故死傷者

子ども（小学生以下）は交通ルールを守らずに

交通事故に遭い、死傷することが多い。
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ



課題⑧ 子どもの交通事故死傷者の状況

小学生は歩行中、中学生は自転車乗車中が多い。
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ



課題⑨自転車乗車中の交通事故死傷者

自転車乗車中の交通事故死傷者は、高校生が多く、

その大部分が誤った乗車によるものである。
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【 出典】 鹿児島県警察本部（ 交通企画課） 調べ



データに基づく課題⑩

保護者の多くは子どもの交通事故を懸念している
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【 データ 】 事故やけがに関するアンケート 調査 2012年度、 2019年度、 2022年度

図表13－① 保護者が懸念する事故の種類 （乳幼児）

図表13－② 保護者が懸念する事故の種類 （小中学生）


